
１．三井金属グループの社会的使命

３．コンプライアンスの実践
４．公正な事業活動
５．反社会的行為の排除
６．積極的な情報開示と情報管理の徹底
７．地球環境への貢献
８．働きやすい職場環境の確保
９．経営幹部の率先垂範

２．三井金属グループの一員としての自覚と社会的責任

[ 2016年7月 改訂第3版 ]三井金属鉱業株式会社

どれだけ世の中が変わっても、事業環境がどんなに大きく変化しても、いつでも柔軟かつ迅速に対応できる、
そのための決して変わることのない判断基軸。2050年の世界を想定し、「人類への貢献」と「環境への貢献」
をともに叶えることが、私たち三井金属グループの存在意義、私たちのパーパスです。

私たちは 何のために存在するのか

行動規準
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社会に対して果たしていくべき私たち自らの責任をそれぞれが自覚し、
ステークホルダーとともに成長していくことができるように、日々の行動の中で、
あらゆる企業活動の場面において、遵守すべき基本的な事項を定めています。

経営理念を実践するための具体的な約束ごと

https://www.mitsui-kinzoku.com/company/c_idea/

【パーパス】

探索精神と多様な技術の融合で、
地球を笑顔にする。

Purpose

マテリアルの
知恵を活かす

【スローガン】
Corporate Slogan

私たちの生業はモノづくりです。
事業領域は非鉄金属素材を中心としてきました。
そこで自分たちは何が得意なのか、その強みをどう活かすのか、どんな付加価値を生み出せるのか。
それを常に考え、考え抜くことで、自分たちの「らしさ」を追求しています。

「三井金属らしさ」 を表象する言葉

三井金属のフィロソフィー

創業以来やがて150年になろうとしている歴史の中で、私たち三井金属は、多くの変化を経験し、多くの課題に直面して
きました。それらを乗り越えて、今日まで企業グループとして持続できたのは、モノづくりで培ってきた知恵を活かし、世の
中の役に立つ製品を絶えることなく供給し続けられたからです。そして、その事業プロセスの中心にあったのが、私たちの
理念です。

それまでに共有してきた価値観、理念を、1984年（昭和59年）に明文化し、制定いたしました。
社会への貢献と永続的な成長を経営の根幹として謳い、39年が経ちました。
サステナビリティの視点を当時から有していた先達に感謝するとともに、その想いをしっかりと継承していきます。

まさに私たち三井金属のミッションを経営理念が謳っています
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社会的責任を果たすために、自らの持続可能性も高めていかなければなりません。そのために、これからもこの経営理
念をあらゆる活動の中心に保ちつつ、経営基盤をさらに強固なものとしながら、ステークホルダーの皆様の期待に応える
べく事業活動を進めていきます。環境や社会に対する感度を高め、私たちだからこそ提供できるイノベーションで、新たな
価値を創造し、持続可能な社会の実現へ貢献していきます。

そして2022年、私たち三井金属グループの存在意義、共有すべき価値観である「パーパス」を新たに定めました。
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